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◎この回で、荀子、董仲舒を取り上げる前に、儒教に流れる強烈な「天の思想」について確認しておきたい。

　孔子には、自分は天から、天下を治める使命を授かっているという強烈な自負と野心があった。
「天将に夫子（ふうし）を以って木鐸と為さんとす」(八佾＜いつ＞第三)
「予（わ）が否（ひ）なる所のものは、天之（これ）を厭（た）たん。天之（これ）を厭（た）たん」(雍也第六)
「子曰(のたま)わく、吾十有五にして学に志し、三十にして立ち、四十にして惑わず、五十にして天命を知り、六十にして耳順い、七十にして心の欲する所に従えども、矩(のり)を踰(こ)えず」(為政第二)
　通常、この「天命を知る」は、「自分に与えられた寿命・才徳・機会では、「王道の再建」は不可能であるという宿命を知ったという意味だ」とされてきた。浅野裕一は、「50歳のときに、天下を治め、王道を行えという天からの使命を聴いた」と解釈する。それでなければ、56歳で魯国を離れ、14年間も仕官を求めて諸国を放浪した意味が理解できない、と。（『儒教 ルサンチマンの宗教』平凡社新書、『諸子百家』ナツメ社
など）
「子曰く、天を怨みず、人を尤（とが）めず、下学（かがく）して上達す。我を知る者は其れ天か」(憲問第十四)
　この「学」も一般的な意味での「学問」ではない、と浅野は言う。当時は、周の封建制が崩れ、才能によって仕官を得る「士」が登場していたとはいえ、一般的な学問で
立身出世できるような時代ではなかったからだ、とする。孔子が学んだのは、それによって自分を売り込むための、「他の誰も知らない、でっちあげの礼学だった」という。
「孔子曰く、君子に三畏(さんい)有り。天命を畏れ、大人(たいじん)を畏れ、聖人の言を畏る。小人は天命を知らずして畏れず、大人に狎（な）れ、聖人の言を侮（あなど）る」(季子第十六)
「子曰く、予(われ)言うことなからんと欲す。子貢曰く、子如(も)し言わずんば、則ち小子何をか述べん。子曰く、天何をか言うや、四時行われ、百物生ず。天何をか言うや」(陽貨第十七)

　孟子の天地にまで広がる「浩然の気」も、天から与えられた天下を治める使命を達成するためのものである。孟子にも、孔子の後を嗣ぎ、天下を治めるのは自分であるという意識があった。

　何が正しく、間違っているか、何が仁愛で正義かは天が知っている、天が示している道徳に従うのがひとの使命である、という考え方は、儒家のものである。
　『素問』宝命全形論の「人は地より生まれ、命を天に懸く」は、儒家の思想である。

　儒家の伝統は、天の思想であり、祖霊信仰であるシャーマニズムから発生している。儒は巫の子孫である。巫の合理化の形が儒家である。道家もまたシャーマンの末裔であり、天を言う。道家と儒家は、異なるとはいえ、同じく天を言い、シャーマニズムから生まれている。（白川静『孔子伝』中公文庫）

[image: Macintosh HD:private:var:folders:j1:x6q0xbvw8xldjx008k8yf3mr0000gn:T:TemporaryItems:0304pic22480.jpg]　道家と儒家の対立面にだけ目を向けていては、中国古代思想の特徴は理解できない。両者は、異なった形であるが、同じく天の思想なのであり、天人合一の思想である。

Ⅰ．荀子〜「天人の分」の自然哲学者

　孔子の死後、儒家は八派に分かれた。儒家内部に、さまざまな考え方の違いがあったことは、近年の出土文献から分かる。しかし、大半の書物は失われている。残された文献は、当時の思想の全てではないと考える想像力がわれわれには必要である（このことは医学文献にも当てはまる）。
　荀子（BC314年? - BC238年?）は、戦国時代末、荘子や孟子が晩年に近づいていたころ、趙に生まれる。四十歳代末に秦に、五十歳で斉に遊学し、「稷下の学」の祭酒（学長職）として、10年とどまった。後に、讒言のため斉を去り、楚の宰相に用いられて、蘭陵の令となり、任を辞した後もその地に滞まった。没したのは、秦による中国統一の15年ほど前である。

性悪説
　荀子は、孟子の性善説に反対し、性悪説を主張した。それは「化性起偽」説ともいわれる。人間の生まれつきの「性」は生理的、本能的な欲望に支配された悪である。しかし、儒教の礼によって「偽」（ニセではない。人為の意味）を起こし、悪を善に変え得るという考えである。時代は、孟子のころよりも切迫し、所有欲、権力欲、快楽欲は猛威を振るい、暴力の行使に帰結して諸国家は存亡の危機にあった。荀子は、その状況を人間の自然性によるものとし、その悪は、人為的な礼によって正されなければならないとした。「礼」を強調するのも、孔子以来の儒家の本道である。

「人の性は悪にして、その善なる者は偽なり。今、人の性、生まれて（＝生まれながらにして）利を好むことあり。是に順う。故に争奪生じて辞譲亡ぶ。生まれて悪に疾することあり。是に順う。故に残賊生じて忠信亡ぶ。生まれて耳目の欲あり。声色を好むことあり。是に順う。故に淫乱生じて、礼儀文理亡ぶ。然れば則ち人の性に従い、人の情に順えば、争奪に出で、犯文乱理に合い、暴に帰す。故に必ず将に師法の化、礼儀の道ありて、然る後に辞譲に出で、文理に合いて、治に帰せんとす。此を以て之を観る。然れば則ち人の性、悪なること明らかなり。其の善なる者は偽なり」（『荀子』性悪篇）

天人之分
　『黄帝内経』の宇宙観、自然観と関わる荀子の思想で重要なのは、「天人の分」の説である。
・殷や周の時代には、上帝、天神信仰が盛んで、天には意思があり、地上の全てを主宰していると考えられていた。儒家が尊ぶ『尚書』『詩経』などの古い文献には、「天の上帝は、善いことをすれば目出度いことを降ろし、悪いことをすれば災いを降ろす」という災異思想が語られている。
・時代が下り、『論語』における孔子は、「罪を天に獲（う）れば、祷（いの）る所なきなり」(八佾＜いつ＞第三)、「天将に夫子（ふうし）を以って木鐸と為さんとす」(八佾第三)、「予（わ）が否（ひ）なる所のものは、天、之（これ）を厭（た）たん。天、之（これ）を厭（た）たん」(雍也第六)と、天との親密な関係を吐露しつつ、「天、何をか言うや、四時行われ、百物生ず」（陽貨第十七）と、天が人事に関わりなく自己運動しているとも述べている。中国の哲学者、張岱年は、「主宰の天が自然の天に移り変わっていく過渡期の表現」としている。
・孟子は、「その心を育て、その性を養うために、天に事えるのだ」と言って、天を倫理的行動の根拠とした。戦国時代に儒家と勢力を張り合った、平和主義者の墨家は、鬼神を道徳的行為の監視者として信じたが、「天には志があり、善悪に賞罰を下す」と考えた。
・道家の老子は、「天地は仁ならず、万物を以て芻狗(すうく＝葬礼の時の藁の犬)となす。聖人は仁ならず、百姓(ひゃくせい)をもって芻狗となす」『老子』（第５章）と、天地は人の面倒を見てくれる慈愛深い存在ではなく、人事に無関係にわが道（タオ）を行くだけだ、と述べる。
「胡適はかつて『中国哲学史大綱』において、老子を当時の革命家であると褒め称えている。老子は天の上に、一個のその名を知らず、強いてこれに名付けて道とする存在を置いたからである。これは伝統に対する革命であり、また儒家に対する批判と対立であった。儒家は孔子を代表として、“天命を畏れ”“天を尊び”“天”を文化、価値と人生の意義が出てくる所とした。しかし、『老子』では、天は基本的に自然の天を指す。この種の革命によって、老子は文教、政治のおのおのの領域において、儒家思想との根本的な対立を形成したのである」（金春峰『周易经传梳理与郭店楚简思想新释』中国言実出版社、2004）
・荘子も、天と人との間に人格的な関係を想定せず、天地の自己運動を倫理的な生き方の鏡にするだけである。また、天を自然性の象徴と捉え、人を人為の象徴と捉えて、両者に区別を設ける。
「気聚まれば則ち生となり、散ずれば則ち死となる。天下を通じて一気のみ」（知北遊篇）、「気、変じて形あり、形、変じて生あり。今また変じて死にゆく。これ相ともに春秋冬夏、四時の行をなせるなり」（至楽篇）
「何を道と謂う｡天道有り、人道有り｡無為にして尊きものは、天道なり｡有為にして累するは、人道なり」 (在宥篇)　何を道と呼ぶのか｡天道があり、人道がある｡作為をせずして尊いのが、天道である｡作為をして煩わしいのが、人道である｡」
 「牛馬四足、是を天と謂う。馬の首を落とし（＝馬の面におもがいを付ける）、牛の鼻を穿つ、是を人と謂う」（秋水篇）

こうした春秋末〜戦国の思想史の最後に位置する荀子は、これらの思想潮流を受けとめて、「天人之分」の思想を打ち出す。
　「天行常有り、堯の為に存せず、桀の為に亡びず。之に応ずるに治を以てすれば則ち吉、之に応ずるに乱を以ってすれば則ち凶。本を彊めて用を節すれば、則ち天貧ならしむ能はず。養備わりて動時なれば、則ち天も病ましむること能はず。道脩めてそむかざれば、則ち天禍いすること能はず。故に水旱も之をして飢えしむる能はず。寒暑之をして疾ましむる能はず。祆怪も之をして凶ならしむ能はず。本荒れて用侈ければ、則ち天も之をして富ましむる能はず。養略にして動罕（まれ）なれば、則ち天、之をして全かならしむる能はず。道に倍（そむ）きて妄行すれば、則ち天、之をして吉ならしむること能はず。故に水旱も未だ至らざるに飢え、寒暑未だ薄きに疾み、祆怪未だ至らざるに凶なり。以て天を怨むべからず。其の道然る也。故に天人之分に明なれば、則ち至人と謂うべし」（『荀子』天論篇）
　「天はその恒常的な法則性のままに運動しているだけである」。荀子の立場は、天を怖れおののき、何とかして天をごまかして生きようとしてきた古代人の精神に一撃を与える戦国末のヒューマニズム宣言と評価されている。

　「列星随旋し，日月逓炤し，四時代御し，陰陽大化し，風雨博施す。万物各（おのおの）其の和を得て以て生じ、各其の養を得て以て成る。其の事を見ずして其の功を見る、夫れ是れをこれ、神と謂う。皆、其の成る所以を知り，其の無形を知ること莫し。夫れ是をこれ、天功と謂う。唯、聖人のみ天を知るを求めずと為す」（天論篇）
　天は天、人は人、それぞれの領分で為すべき事をなす。人は健全なる人為の操作によって、自分の運命を切り開くべきであるという思想は、自己の身体の摂生も必須と考える。道徳的な生き方と、経済的な保障、身体の健康が、揃って天命ではなく、自己の適切な努力によって得られると捉えられている。（戦国末〜漢代の政治の文献は、身体の養生について必ず述べている。これを「治身治国」の思想という。国家と王の身体を一体のものと考える。これも広い意味の天人合一思想である。『黄帝内経』にも治身治国の思想は貫かれている。）

　「天に従いて之を頌（しょう）するは、天命を制して之を用ちうるに執与（いずれ）ぞ（天に盲従し、その徳を賞賛するよりは、天の命じたところを規制して役立てていくほうがはるかによい）」（天論篇）
　このような、荀子思想は、天地宇宙から生み出された生命の中で、人を最も貴いものとする価値観とつながっている。それが「気」論を踏まえていることに注意しておきたい。『荘子』の万物は気であるという、気一元論を逆手に取った議論と考えてよいだろう。

　「水火には気有るも生無く、草木には生あるも知無く、禽獣には知有るも義無し。人には気有り、生有り、知有り、亦た且つ義有り。故に最も天下の貴と為すなり」（王制）
　この言葉は、『素問』宝命全形論の次の表現と重なる。
「黄帝問いて曰く。天は覆い地は載せ、万物悉く備わる。人より貴きはなし。人は天地の気を以て生じ、四時の法を以て成る。君王衆庶、盡く形を全うせんと欲す。形の疾病は其の情を知ること莫し。留淫日に深く骨髓に著き、心私(ひそ)かに之を慮う。余は鍼して其の疾病を除かんと欲す。之を爲すは柰何」

※人を、万物の中で最も貴いと考えるのは、儒家思想である。道家思想にとっては、先の『荘子』の言葉「牛馬四足、是を天と謂う」が語るように、動物の方が自然そのものであり、人間よりも価値が高いのである。

　熊野論文は、このような荀子の考え方と、『黄帝内経』の養生思想との類似点を指摘している。熊野論文が引用する荀子『荀子』脩身篇の文章を、もう少し長く見ておこう。
　「以て気を治め生を養えば、則ち彭祖に後れ、以て身を修め自ら強めれば、則ち名は尭禹に配す。通に時（お）るに宜しく、窮に処るに利（よろ）し。礼は信（まこと）に是れなり。凡そ血気、志意、知慮を用うるに、礼に由れば則ち治通するも、礼に由らざれば則ち勃乱提慢（＝乱れ、たるむ）す。食飲、衣服、居処、動静も、礼に由れば則ち和節するも、礼に由らざれば則ち触陥（＝物に触れて禍に落ちる）して疾を生ず。容貌、態度、進退、趨行も、礼に由れば則ち雅なるも、礼に由らざれば則ち夷固（＝かたくな）、僻違（＝かたより）、庸衆（＝凡庸）にして野なり。故に人、礼なければ則ち生きられず、事、礼なければ則ち成らず。国家、礼なければ則ち寧（やす）からず」
　人為（心身を調える、あるいは生きる所作）を行うに際しても、礼によってコントロールされているべきであるとするのである。

　次の文章も、『黄帝内経』の医学思想と荀子の政治思想が同じ時代背景にあったことを示している。
「天職既に立ち、天功既になり、形具（そな）わりて神生じ、好悪喜怒哀楽、ここに蔵す。これをこれ天情と謂う。耳目鼻口形態は、各々接するところ有りて相い能くせざるなり、夫れ、是を之、天官と謂う。心、中虚に居りて以て五官を治む。夫れ、是を之、天君と謂う」（天論篇）

心者，形之君也而神明之主也，出令而無所受令。自禁也，自使也，自奪也，自取也，自行也，自止也。故口可劫而使墨云，形可劫而使詘申，心不可劫而使易意，是之則受，非之則辭。（《荀子‧解蔽》）

「五味入口、蔵於腸胃、味有所蔵、以養五気、気和而生、津液相成、神乃自生」（『素問』六節蔵象論）
「人有五蔵化五気、以生喜怒悲憂恐」（『素問』陰陽応象大論篇）
「故能形与神倶、而尽終其天年」（『素問』上古天真論篇）
「心者、君主之官也。神明出焉」（『素問』霊蘭秘典論篇）

　従来、『黄帝内経』には道家思想の影響が強いとされてきた。熊野論文は、この定説を疑問に付し、むしろ儒家的な養生思想との関連を考えるべきだとして、それは正しい。また、天から人格的な要素を脱色し、天はそれ自体の法則で動いているとする荀子の天論は、天は陰陽五行の法則で動き、人事との相互影響はないとする『黄帝内経』の天論と同じである。そのことも、以上の検討で明らかになった。

　しかし、荀子の思想には、『黄帝内経』の論理構成において、最も重要な役割を担う構造的でメカニカルな天人合一思想は説かれていない。荀子の天論の全体が、『黄帝内経』の形成と緊密な関連があるとはいえないのである。また、荀子の思想は、孔子の思想とは様相が変わっている。それを、熊野論文のように、一律に儒家思想とだけ言えるのだろうか。その見方で、時代背景を浮き彫りにできるだろうか。

　この問題に答えるために、荀子から、間に秦帝国の成立と崩壊を挟み、100年を隔てた漢・武帝時代を象徴する董仲舒の思想の検討に進む。

Ⅱ．董仲舒〜天地人宇宙図式の政治神学者

　儒家思想は、春秋時代末の孔子（BC552年—BC479年）→戦国中期の孟子（BC372年?—BC289年）→戦国末期の荀子（BC313年? - BC238年?）→漢・武帝時代の董仲舒（BC179年- BC104年）と何百年もかけて展開していく。
[image: Macintosh HD:private:var:folders:j1:x6q0xbvw8xldjx008k8yf3mr0000gn:T:TemporaryItems:10102525M-1-1.jpg]　それと並行して中国では、春秋時代以前からの上帝、天神信仰を、陰陽家、術数家の陰陽五行論を基礎に天地人の構造的な天人合一思想に精緻化し、儒家、道家、法家など諸々の思想を折衷する試みが流行した。この潮流は、雑家の書と呼ばれてきた『管子』『呂氏春秋』『淮南子』など大部の書として残されている。
　漢代の武帝期（BC140年—BC87年）に、儒者、董仲舒は、強固な中央集権国家の経営に適した「大一統」思想の構築を意図し、『春秋繁露』（現存・17巻82篇）の大著を執筆した。
　『春秋繁露』は、孔子、孟子の天への崇敬を極端化し、天は地上の王に権力を与えた、「帝王は天の子だ」という王権神授説を唱えている。取り込まれている思想は、儒家を軸に、墨家、道家、法家、陰陽論、五行論、周易、数術など多岐にわたり、恐らく医家にも学び、「天地—国家—身体」を貫く壮大な宇宙論的神学体系となっている。政治は四季の運行と陰陽五行の法則に従わなければならないという論理や災異思想を導入し、絶対王権の暴走に歯止めをかけている。春秋時代末期以降の諸子百家思想の総括なのである。
　天人感応、天人合一の思想を徹底させ、人の数と天の数は同じだとし、人身の骨、関節、五蔵、四肢なども１年の日数、月数、五行、四時（春夏秋冬）の数にそっているという主張は、『黄帝内経』の思想に酷似している。

天子（帝王）は宇宙の主宰者から命を受けた
 「天は百神の君なり。王者の最も尊ぶ所なり」（郊義篇）
 「天は万物の祖、万物は天にあらざれば生じず」（順命篇）
 「天子は天より命を受け、諸侯は天子より命を受け、子は父より命を受け、臣妾は君より命を受け、妻は夫より命を受け、諸々の命を受ける所の者は、其れ皆、天を尊ぶなり」（順明篇第七十）
「唯、天子のみ天より命を受ける。天下は天子より命を受ける。一国は則ち君より命を受ける」（為人者天篇第四十一）
「此れを明らかにして天地・陰陽・四時・日月・星辰・山川・人倫に通じ、徳、天地に伴なう者を皇帝と称す。天佑けて之れを子とし、号して天子と称す」（三代改制質文第二十三）
「夫れ、人は地に生まれ、命を天に懸く。天地気を合する。これを命（なづ）けて人という。人、能く四時に応ずる者は、天地、これが父母となる。万物を知る者は、之れ天子（天の子？）と謂う」（『素問』宝命全形論）
【設問】上の二つの文章を比較対照し、『黄帝内経』と『春秋繁露』のどちらが，他方に影響を及ぼしたのか、考えるところを述べよ。

天の威を畏る〜災異思想　
　「天地の物、常ならざるの変有るもの、之れを異と謂う。小なる者、之れを災と謂う。災、常に先に至りて異乃ち之れに随う。災は天の譴（けん＝とがめること）なり。異は天の戚なり。之れを譴して知らざれば、乃ち之れを畏れしむるに威を以てす。『詩』に曰く、「天の威を畏る」とは殆ど此の謂いなり。凡そ災異の本は、尽く国家の失に生ず。国家の失、乃ち崩芽し始めて、天は災害を出して以て之れに譴告し、之れに譴告して変ずるを知らざれば、乃ち怪異を現して以て之れを絞駁せしめ、之れを驚駭せしめて尚ほ畏恐するを知らざれば、其の殃咎（おうきう、とがめ）乃ち至らん。此れを以て、天意の仁にして人を陥るるを欲せざるを見るなり。謹んで災異を案じて以て天意を見るに、天意、欲する有るなり。欲せざる有るなり。欲する所、欲せざる所、人、内に以て自ら省みれば、宜しく心に懲有るべく、外に以て其の事を観れば、宜しく国に験あるべし。故に天意を見る者の災異に於けるや、之れを畏るるも、而も悪（にく）まざるなり。以て、天、吾が過ちを救い、国が失を救はんと欲す。故に此れを以て我に報ずと為すなり。（略）。聖主賢君は尚、忠臣の諫を受くるを楽しむ。況や天譴を受くるをや。（必仁且智第三十）

天意は陰陽五行に体現される
「凡そ物は必ず合（＝対偶）有り。合は必ず上有り、必ず下有り、必ず左有り、必ず右有り、必ず前有り、必ず後有り、必ず表有り、必ず裹有り。美有れば必ず悪有り、順有れば必ず逆有り、喜有れば必ず怒有り、寒有れば必ず暑有り、昼有れば必ず夜有り。此れ皆、其の合なり。陰は陽の合、妻は夫の合、子は父の合、臣は君の合。物は合無しは莫くして、合に各々陰陽有り」(基義第五十三)
「陰陽の気は天に在りて、亦人に在り。人に在るもの、好悪喜怒を為し、天に在るもの暖清寒暑を為す」（如天之為第八十）
「天意は見難きなり。其の道は理（おさ）め難し。是の故に陰陽の入出・実虚の処を明らかにするは、天の志を観る所以なり。五行の本末順逆、小大広狭を弁ずるは、天道を観る所以なり。天の志は仁にして、其の道や義なり。人主と為る者、予奪生殺各々其の義に当たること四時の若くし、官を列し吏を置くに必ず其の能を以てすること、五行の若くし、仁を好み戻れるを悪み、徳に任じ刑を遠ざくること、陰陽の若くす。此を之、能く天に配すと謂う。天は其の道、万物に長じ、王者は人に長ず。人主の大は天地の参なり。好悪の分は陰陽の理なり。喜怒の発は寒暑の比なり。官職の事は、五行の義なり。此を以て天地の間に長じ、四海の内に蕩（うご）き、陰陽の気にまじり、天地と相雑わる。是の故に人の言に既に曰く、王者は天地に参ずと」（同）
「人と天地相参じ、日月と相応ずるなり。」（『霊枢』歳露論）
「夫れ四時陰陽は万物の根本なり。聖人の春夏に陽を養い、秋冬に陰を養う所以は、其の根に従うを以てす。故に万物と生長の門に沈浮す。其の根に逆えば則ち其の本伐られ、其の真壊す。故に陰陽四時は万物の終始なり。死生の本なり。之に逆えば則ち災害生じ、之に従えば則ち苛疾起らず。是を道を得たりと謂うなり。陰陽に従えば則ち生き、これに逆えば則ち死す。これに従えば則ち治し、これに逆えば則ち乱れる。」（『素問』四気調神大論）

天地人一体
　「曰く、天地人は万物の本なり。天、之れ（＝万物）を生み、地、之れを養い、人、之れを成す。天、之れを生ずるに孝悌（＝先祖を敬い、兄弟を愛する心）を以てし、地、之れを養ふに衣食を以てし、人、之れを成すに礼楽を以てす。三者は相手足と為り、合して体を成す。一も無かるべからざるなり。孝梯無ければ、則ち其の生ずる所以（＝手段）を亡い、衣食無ければ、則ち其の養う所以を亡い、礼楽無ければ、別ち其の成る所以を亡う」（立元神第十九）
「賢人は上は天に配して以て頭を養い、下は地に象りて以て足を養い、中は人事に傍いて以て五蔵を養う。天気は肺に通じ、地気は嗌に通ず。風気は肝に通じ、雷気は心に通ず。谷気は脾に通じ、雨気は腎に通ず。六経は川為り、胃腸は海為り、九竅は水注の気為り。天地を以て之が陰陽と為すなり。陽の汗は天地の雨を以て之を名づく。陽の気は天地の疾風を以て之を名づく。暴気は雷を象り、逆気は陽を象る。故に治するに天の紀に法らず、地の理を用いざれば、則ち災害至るなり」（『素問』陰陽応象大論）

同気同類は相応じる
　「今、地を平たくして水を注げば、燥を去り湿に就く。薪を均しくして火を施せば、湿を去り燥に就く。百物はその與に異にする所を去り、與に同じくする所に從ふ。故に気同じければ則ち会し、声比すれば則ち応ず。その驗、皦然（きょうぜん、はっきりしている）たり。試みに琴瑟を調え、之を錯し、その宮を鼓すれば、則ち他の宮、之に応じ、その商を鼓すれば、他の商、之に応ず。五音比して自ずから鳴るは、神有るに非ず、その数、然ればなり。美事は美類を召し、悪事は悪類を召すは、類の相応じて起こるなり。馬鳴けば則ち馬、之に応ずるが如し。帝王の將に興らんとするや、その美祥もまた先に現はれ、その將に亡びんとするや、妖孽（ようげつ＝不吉な前兆）もまた先に現わる。物固より類を以て相召す。故に龍を以て雨を致し、扇を以て暑さを逐ふ。軍の處る所は生ずるに棘楚を以てす。美悪は皆従り来るもの有り、以て命と爲し、その處所を知る莫し。天將に陰雨ふらさんとすれば、人の病、故より之が爲に先に動く。是れ陰の相応じて起こればなり。天將に陰雨ふらさんと欲し、また人をして睡臥せんと欲せしむるは、陰気なり。憂い有りてまた人をして臥さしむるは、是れ陰の相求むればなり。喜び有りて、人をして臥さんと欲せざらしむるは、是れ陽相索むればなり。水は夜を得て長さを益すこと数分、東風至りて酒、湛溢す。病む者夜に至りて疾、益々甚だし。鶏、幾明に至り、皆鳴きて相薄る。その気益々精なり、故に陽益々陽にして陰益々陰なり。陰陽の気、固より類を以て相益損する可し。天に陰陽有り、人にもまた陰陽有り。天地の陰気起これば、人の陰気之に応じて起こる。人の陰気起これば、天の陰気もまた宜しく之に応じて起こるべし。その道一なればなり。此れに明らかなる者は、雨を致さんと欲すれば則ち陰を動かし以て陰を起こす。雨を止めんと欲すれば則ち陽を動かし以て陽を起こす。故に雨を致すは神に非ず。神を疑ふはその理、微妙なればなり。獨り陰陽の気のみ、類を以て進退する可きには非ず。不祥禍福の從りて生ずる所と雖も、また是れに由るなり。己れ先ず之を起こして、物類を以て之に応じて動く者に非ざる無し。故に聡明聖神なるものは、内視反聽す。明聖爲るは、内視反聽なるを言ふなり。故に獨り明聖なる者は、その本心皆此れに在るを知るのみ。故に琴瑟報じその宮を弾ずれば、他の宮も自ら鳴りて之に応ず。此れ物の類を以て動く者なり。その動くに声を以てするも形無し。人その動きの形を見ざれば、則ち之を自ら鳴ると謂ふなり。また相動きて形無くんば、則ち之を自ら然りと謂ふも、その實自ら然るには非ざるなり。之をして然ら使むる者有るなり。物固り實に之をせしむる有り。その之を使むるも形無し。尚書傳に言ふ、周將に興らんとするの時、大赤鳥、穀の種を銜み王屋の上に集まる者有り。武王喜び、諸大夫も皆喜ぶ。周公曰く、茂（つと）めんかな茂めんかな。天の此れを見はし以て之を勧めるなり」（同類相動第五十七）東洋大『春秋繁露』研究会訳・インターネットから

類を以て合す、天人一なり
「天も亦喜怒の気、哀楽の心有りて、人と相副い、類を以て之を合す。天人は一なり。春は、喜気なり。故に生ず。秋は怒気なり。故に殺す。夏は楽気なり。故に養ふ。冬は哀気なり。故に蔵す。四者は天人同じく之を有し、其の理有りて一なり。之を用うること天と同じき者は大いに治まり、天と異なる者は大いに乱る。故に人主と為るの道は、身の天と同じき者に在りて之を用ふるより明かなるは莫し。喜怒をして必ず義に当たりて出づること、寒暑の必ず其の時に当たりて乃ち発するが如くならしむるなり。徳をして刑よりも厚きこと、陽の陰よりも多きが如くならしむるなり。是の故に天の陰気を行うや、少しく取りて以て秋を成し、其の余は以て之を冬に帰す。聖人の陰気を行ふや、少しく取りて以て厳を立て、其の余は以て之を喪に帰す。喪は亦人の冬気なり。故に人の太陰は、刑に用ひずして喪に用う。天の太陰は、物に用ひずして空に用う。空も亦喪と為す。喪も亦空と為す。其の実は一なり。皆死亡に喪するの心なり」（陰陽義第四十九）
　「黃帝曰く、願わくは、四時の気を聞かん。歧伯曰く。春は生じ、夏は長じ、秋は收め、冬は藏す。是れ気の常なり、人また之れに応ず。以って一日を分けて四時となし、朝は則ち春となし、日中は夏となし、日の入りは秋となし、夜半は冬となす。朝は則ち人気生じ始め、病の気衰え、故に旦は慧し。日中は人気長じ、長ずれば則ち邪に勝ち、故に安んず。夕べは則ち人気衰え始め、邪気生じ始め、故に加える。夜半は人気藏に入り、邪気独り身に居り、故に甚しきなり」（『霊枢』順気一日分為四時）

人のみ天地に偶す
　「天の徳は施、地の徳は化、人の徳は義なり。天の気は上、地の気は下、人の気はその間に在り。春は生じ夏は長じ、百物以て興る。秋は殺ぎ冬は収め、百物以て藏す。故に気より精なるは莫く、地より富むは莫く、天より神なるは莫し。天地の精の以て生ずる所の物は、人より貴きは莫し。人は命を天より受く、故に超然として以て物（＝動物）より高きこと有り。物は疢疾（ちんしつ＝欠点）ありて能く仁義を爲す莫く、ただ人のみ独り能く仁義を爲す。物は疢疾ありて能く天地に偶する莫く、ただ人のみ独り能く天地に偶す。人に三百六十節有るは、天の数に偶す。形體骨肉は、地の厚きに偶す。上に耳目の聰明有るは、日月の象なり。體に空竅理脈有るは、川谷の象なり。心に哀楽喜怒有るは、神気の類なり。（略）是の故に人の身、首（＝頭）、坌（ほん＝大きい？）にして員（＝圓、円）たるは、天容に象る。髪は、星辰に象る。耳目戻々（れいれい＝敏感）たるは、日月に象る。鼻口呼吸するは、風気に象る。胸中達知あるは、神明に象る。腹胞實虚あるは、百物に象る。百物は最も地に近し。故に腰以下は地なり。天地の象、腰を以て帶と爲す。腰以上は精神尊嚴にして、天類の状なり。腰以下は豐厚卑辱にして、土壤の比なり。足布（ひろがり）て方なるは、地形の象なり。是の故に礼に、帶に紳を置（つ）くるには必ずその腰に直にし、以て心を別つ。帶よりして上は盡く陽たり。帶よりして下は盡く陰たり。各々分有り、陽は天の気なり、陰は地の気なり。故に陰陽の動くや、人をして足の病み、喉痺（＝咽喉が腫脹閉塞すること）を起こさしむれば、則ち地の気上りて雲雨と爲り、象も亦之に応ずるなり。天地の符、陰陽の副、常に身に設けらるれば、身はなほ天のごとし。数と之と相參はる、故に命と之と相連なるなり。天は終歳の数を以て、人の身を成す。故に小節三百六十六は、日の数に副ふ。大節十二分は、月の数に副ふ。内に五藏有るは、五行の数に副ふ。外に四肢有るは、四時の数に副ふ。乍ち視乍ち瞑きは、晝夜に副ふ。乍ち剛乍ち柔なるは、冬夏に副ふ。乍ち哀乍ち楽なるは、陰陽に副ふ」（人副天数第五十六）東洋大『春秋繁露』研究会訳・インターネットから
　「天は覆い地は載せ、万物悉く備わる。人より貴きはなし。人は天地の気を以て生じ、四時の法を以て成る」「夫れ、人は地に生まれ、命を天に懸く。天地気を合する。これを命（なづ）けて人という」（『素問』宝命全形論）
「天に四時五行有り、以て生長收藏し、以て寒暑燥湿風を生ず。人に五藏あり、五気を化し、以て喜怒悲憂恐を生ず」（『素問』陰陽応象大論）
「黄帝伯高に問いて曰く。願くは聞かん、人の肢節、以って天地に応ずるは奈何。伯高答えて曰く、天は円く地は方なり。人の頭は円く足は方にしてもって之に応ず。天に日月有り、人に両目有り。地に九州有り、人に九竅有り。天に風雨有り、人に喜怒有り。天に雷電有り、人に音声有り。天に四時有り、人に四肢有り。天に五音有り、人に五藏有り。天に六律有り、人に六府有り。天に冬夏有り、人に寒熱有り。天に十日有り、人に手十指有り。辰に十二有り、人に足十指・茎・垂有り以って之に応ず。女子は二節足らざるも以って人形を抱く。天に陰陽有り、人に夫妻有り。歳に三百六十五日有り、人に三百六十節有り。地に高山有り、人に肩膝有り。地に深谷有り、人に腋膕（えきかく）有り。地に十二経水有り、人に十二経脉有り。地に泉脉有り、人に衞氣有り。地に草蓂（めい）有り、人に毫毛有り。天に昼夜有り、人に臥起有り。天に列星有り、人に牙齒有り。地に小山有り、人に小節有り。地に山石有り、人に高骨有り。地に林木有り、人に募筋有り。地に聚邑有り、人にきん（月＋囷）肉（※肌肉の隆起）有り。歳に十二月有り、人に十二節有り。地四時に草をはやさざる有り、人に子無き有り。此れ人と天地相応ずる者なり」（『霊枢』邪客）
「ゆえに天を陽となし、地を陰となす。腰以上を陽となし、腰以下を陰となす」（『霊枢』経水篇）

感情の天人合一
「春は愛の志なり。夏は楽の志なり。秋は厳の志なり。冬は哀の志なり。故に愛すれども厳有り、楽しめども哀有るは、四時の則なり。志怒の禍、哀楽の義は、独り人に在るのみならず、亦天に在り。而して春夏の陽、秋冬の陰は、独り天に在るのみならず、亦人に在り。人に春気無くんば、何を以て博く愛して衆を容れんや。人に秋気無くんば、何を以て厳を立てて功を成さんや。人に夏気無くんば、何を以て養を盛んにして、生を楽しまんや。人に冬気無くんば、何を以て死を哀しみて喪に憂えんや。天に喜気無くんば、何を以て暖かくして、春、生育せんや。天に怒気無くんば、亦何を以て清（すず）しくして、秋、殺就せんや。天に楽気無くんば、亦何を以て陽を疏（ひら）いて、夏、養長せんや。天に哀気無くんば、亦何を以て陰を激して、冬、閉蔵せんや。故に曰く、「天乃ち喜怒哀楽の行有りて、人も亦春秋冬夏の気有り」とは、類を合するの謂いなり」（天弁在人第四十六）

治身治国の合一
「気の清き者を精と為す。人の清き者を賢と為す。身を治むる者は、精を積むを以て宝と為し、国を治る者は、賢を積むを以て道と為す。身は心を以て本と為し、国は君を以て王と為す。精、其の本に積めば、則ち血気相承受し、賢、其の主に積めば則ち上下相制使す。血気相承受すれば、則ち形体苦しむ所無く、上下相制使すれば、則ち百官各々其の所を得る。形体苦しむ所無くして、然る後に身得て安んず可きなり。百官各々其の所を得て、然る後に国得て守る可きなり。夫れ精を致さんと欲する者は、必ず其の形を慮静にし、賢を致さんと欲する者は、必ず其の身を卑謙す。形静かにして志し虚なる者は、精気の趣く所なり。謙尊して自ら卑くする者は、仁賢の事ふる所なり。故に身を治る者は虚静にして以て精を致し、国を治る者は卑謙を尽くして以て授を致すに務む。能く精を致せば、則ち明を合して寿に、能く賢を致せば則ち徳沢洽（あまね）くして国太平なり」（通国身第二十二）
「黄帝問うて曰く、願わくば十二蔵の相使貴賤は如何を聞かんと。岐伯対えて曰く、悉（つ）くせるかな問うや、請いて遂くに之を言わん。心は君主の官なり。神明ここに出づ。肺は相傅の官なり。治節ここに出づ。肝は将軍の官なり。謀慮ここに出づ。胆は中正の官なり。決断ここに出づ。膻中は臣使の官なり。喜楽ここに出づ。脾胃は倉廩の官なり。五味ここに出づ。大腸は伝導の官なり。変化ここに出づ。小腸は受盛の官なり。化物ここに出づ。腎は作強の官なり。伎巧ここに出づ。三焦は決瀆の官なり。水道ここに出づ。膀胱は州都の官なり。津液ここに蔵さる。気化すれば則ち能く出づ。凡そ此の十二官は相い失するを得ざるなり。」（『素問』霊蘭秘典論）
　「黃帝曰く、余は先師に聞く、心に藏する所あるも、方に著さず（＝心に記憶する所があっても、木簡には著録せず）、と。余、願はくは聞きてこれを藏し、則りて之れを行い、上は以て民を治め、下は以て治身し、百姓をして病無く、上下和親し、德澤下に流れ、子孫に憂い無く、後世に伝えて終る時、有ること無からしめん。聞くことを得べきか。歧伯曰く、遠きかな問いたまうことや。夫れ民を治むると自ら治むると、彼れを治むると此れを治むると、小を治むると大を治ると、治国と治家と、未だ逆いて之を治ることあらざるなり。夫れ惟だ順うのみ。順うとは、独り陰陽脈論、氣之逆順のみにあらざるなり。百姓人民皆、其の志に順うことを欲するなり」（『霊枢』師伝）
　「黃帝曰く、余、九鍼九篇を聞き、余、親（みず）から其の調を受け、頗（すこぶる）、其の意を得たり。夫れ九鍼なるものは、一に始まりて九に終わる。然れども未だ其の要道を得ざる也。夫れ九鍼なるものは、之れを小にすれば則ち内なく、之を大にすれば則ち外無く、深きこと下と為すべからず。高きこと蓋と為すべからず、恍惚として竅り無く、流溢して極り無し。余は其の天道、人事、四時の変に合するを知る也。然れども余願わくば之を毫毛に雜え、渾束して一と為さん、可なるか。岐伯曰く、明かなるかな、問や。独り鍼道のみに非ず、夫れ治国も亦然り」（『霊枢』外揣［すい］）

人の形体は天数に化す〜天と人、君と民
　「生を為すも人を為す能はず。人を為す者は天なり。人の人為るは天に本づく。天は亦人の曾祖父なり。人の形体は天数に化して成り、人の血気は天志に化して仁に、人の德行は天理に化して義なり。人の好悪は、天の暖清に化し、人の喜怒は、天の寒暑に化し、人の受命は、天の四時に化す。人生まれて喜怒哀楽の答有るは、春秋冬夏の類なり。喜は春の答なり。怒は秋の答なり。楽は夏の答なり。哀は冬の答なり。天の副、人に在り。人の情性、天に由るもの有り。故に曰く、「受」と。天に由るの號なり。人主と為る者、道は身の天を省み，天の之を出すが如くするより明かなるはなし」「伝に曰く、天は之を生み、地は之を載せ、聖人は之を教う。君は民の心なり。民は君の体なり。心の好む所、体、必ず之に安んず。君の好む所、民、必ず之に從う」（同・為人者天篇第四十一）

循環の論理
「天の道は、終わりて復た始まる。」（陰陽終始第四十八）
「是の故に、天地之動靜、神明は之を綱紀と為す。故に能く以て生長收藏し、終わりて復た始まる」（『素問』陰陽応象大論）

◎『黄帝内経』と『春秋繁露』の同と異
　『春秋繁露』と『黄帝内経』とは、基本的な思想構造が極めて似ている。片や国家統治の政治哲学であり、王権神授の根拠や帝王学としての道徳論である。片や医学思想であり、人体の生理や病理の構造、機能の論理である。しかし、人も国家、帝王も天地が生んだ存在であり、人、国家、天地は構造、機能を同じくしているという天人合一の法則性は酷似している。そして、天地宇宙を貫く陰陽五行の法則に則れば、国家と自己の身体の健全な統治が可能になるという宇宙的図式も同じである。
　しかし、決定的な差異もある。『黄帝内経』は災異思想を採用していない。『春秋繁露』の天人合一論は、天と人が相互に影響する双方向の関係である。道徳的行為や呪術によって人は天に働きかけることができる。つまり天と人との間に人格的、擬人的な感情生活を設定する。それに対して、『黄帝内経』の天と人との関係は、天から人への一方向にとどまる。天は限りなく自然環境に近いものとして設定されている。その意味では、『黄帝内経』の天は、「天行常なり」の荀子の天に相当するのである。
　『黄帝内経』が『春秋繁露』の影響下に書かれたのか、あるいは逆かは、分からない。しかし、『黄帝内経』は『春秋繁露』を生んだ同じ時代思潮の中にあり、それを意識しながら、その神学的政治論を合理的医学論に書き換えているという印象がある。一例を挙げれば、董仲舒は漢代の作品とされる『周易』の解説「繋辞伝下」（「天尊地卑、乾坤定矣」）と同じく、「陽貴陰卑」説を採ったが、『黄帝内経』は、それに対抗するように、「陰主陽従」の立場を採っている。
　「陰は陽の助なり、陽は歲の主なり。天下の草木は陽に隨いて生じ落ちる。天下の三王（＝夏・殷・周の王）は陽に随いて（暦を）改正す。天下の尊卑は陽に隨いて位を序す。幼き者は陽の少なき所に居り、老いたる者は陽の老いたる所に居る。貴き者は陽の盛んなる所に居り、賤しき者は陽の衰える所に居る。藏とは其の陽に当たるを得ざるを言う。陽に当たらざるは臣子、是なり。陽に当たる者は君父、是なり。故に人主は南面し、陽以て位と為すなり。陽、貴くして陰、賤しきは天の制なり。礼の右を尚ぶは、陰を尚ぶに非ざるなり。老陽を敬して成功を尊ぶなり」（天弁在人第四十六）「君は陽と為し、臣は陰と為す。父は陽と為し、子は陰と為す。夫は陽と為し、妻は陰と為す」（其義第五十三）
　「陰は内に在りて、陽の守なり。陽は外に在りて、陰の使いなり」（『素問』陰陽応象大論）
　陰の重視は、道家のものであろう。陽の重視が生まれた後にそれとの対抗関係で、陰の重視が生まれたものと思われる。
「池田氏は、郭店楚簡出土の『老子』（甲乙丙）を「形成途上にある『老子』の最も早い時期のテキスト」と性格づけているが、実際それを見ると、我々が親しんできた『老子』は、様々な著作者のアフォリズム集というよりも、「原老子」に様々な手が加わって成立したもののような印象を受ける。筆者のいう「フェミニスト老子」に相当するものは、「有名万物之母」（一）「谷神不死、是謂玄牝」（六）「天門開闔、能為雌乎」（一〇）「貴食母」（二〇）「可以為天下母」（二五）「知其雄、守其雌」（二八）「天下有始、以為天下母」（五二）「有国之母、可以長久」（五九）「牝常以静勝牡」（六一）であろうが、このうち郭店楚簡の中では唯一つ「二五」があるのみである(15)。即ち「原老子」に近い段階では、母性の根源性という発想は萌芽的に見られるが、「女性的なる（牝）ものの優位」という発想はこの後に付け加わったもののようである。そうなると、柔和なるものの優位を女性的なる者の優位という仕方で再定式化した「フェミニスト老子」は「原老子」ではないことになる」（長尾龍一『中国古代思想ノート』木鐸社、新版あとがき）

　『春秋繁露』と『黄帝内経』の関係を読み解く本格的な比較研究は、中国でもまだ行われていないようである。それは、『黄帝内経』の成立史に関わるテーマであり、私たちに残された課題である。
　董仲舒は、漢・武帝への献策において、諸学を差し置き、儒教のみを尊ぶべきだと進言したことで知られている。以後、歴史学では、武帝の時代から「独尊儒学」の制度が敷かれた、とされてきたが、現在では、儒教が漢の国教になったのは、ようやく後漢の時代になってからだという説が有力である。
　最後に、われわれが考えなければならないのは、董仲舒の儒学は、儒学を標榜しているが、それは儒学なのか、という問題である。その様相は、孔子の儒学とは余りにも違っている。少なくとも純粋儒学ではない。先に見たように、荀子の儒学も、そうであった。では、それは何なのか。次に、『黄帝内経』に影響を与えた思想の謎を読み解いてみよう。

中國古代「身體政治論」論述文獻中，展現上述「具體性思維方式」者，可謂指不勝屈。春秋時代（722-481B.C.）各國的君臣對話中，就一再出現以「股肱」比喻臣下的言談 (《左傳》僖公九年、文公七年、襄公十四年)而以《左傳》昭公九年公元前五三三年屠蒯所說的「君之卿佐，是謂股肱。股肱或虧，何痛如之？」這段話，最具代表性。戰國時代（403-222B.C.）的孟子（371？-289？B.C.）以手足腹心等具體的身體器官，比喻君臣關係（《孟子‧離婁下‧3》），更是人所周知。《管子‧心術上》云：「心之在體，君之位也，九竅之有職，官之分也。心處其道，九竅循理」，以「心」指國君，以其他器官指群臣百官，這幾乎是古代政治思想家的共識。這種共識綿延至於西漢（206B.C.-A.D.8）時代，在董仲舒（179-104B.C.）的《春秋繁露》，以及古代醫書《黃帝內經素問》中，也一再出現。董仲舒說： 
一國之君，其猶一體之心也。隱居深宮，若心之藏於胸，至貴無與遍，若心之神無與雙也。其官人上士，高清明而下重濁，若身之貴目而賤足也。任群臣無所親，若四肢之各有職也。內有四輔，若心之有肝肺脾腎也；外有百官，若心之有形體孔竅也。親聖近賢，若神明皆聚於心也。上下相承順，若肢體相為使也。布恩施惠，若元氣之流皮毛腠理也。百姓皆得其所，若血氣和平，體無所苦也。無為致太平，若神氣自通於淵也。致黃龍鳳皇，若神明之致玉女芝英也。君明臣蒙其功，若心之神體得以全。臣賢君蒙其恩，若形體之靜而心得以安。上亂下被其患，若耳目不聰明而手足為傷也。臣不忠而君滅亡，若形體妄動而心為之喪。是故君臣之禮，若心之與體。心不可以不堅，君不可以不賢；體不可以不順，臣不可以不忠。心所以全者，體之力也。君所以安者，臣之功也。（《春秋繁露‧天地之行》）
心者，形之君也而神明之主也，出令而無所受令。自禁也，自使也，自奪也，自取也，自行也，自止也。故口可劫而使墨云，形可劫而使詘申，心不可劫而使易意，是之則受，非之則辭。（《荀子‧解蔽》）

從戰國晚期韓非子以降的「身體政治論」中，類似「身以心為本，國以君為主」的說法就一再出現，在這一條思路上，董仲舒仍是一位具有代表性的思想家，董仲舒說： 
氣之清者為精，人之清者為賢；治身者以積精為寶，治國者以積賢為道；身以心為本，國以君為主；積精於其本，則血氣相承受；賢積於其主，則上下相制使。血氣相承受，則形體無所苦；上下相制使，則百官各得其所。形體無所苦，然後身可得而安也；百官各得其所，然後國可得而守也。夫欲致積精者，必虛靜其形；欲致賢者，必卑謙其身。形靜志虛者，精氣之所趣也；謙尊自卑者，仁賢之所事也。故治身者，務執虛靜以致精；治國者，務盡卑謙以致賢。能致精則令明而壽，能致賢則德澤洽而國太平。（《春秋繁露‧通國身》）

「天地以設，分而為陰陽，陽生於陰，陰生於陽。陰陽相錯，四維乃通。或死或生，萬物乃成。蚑行喙息，莫貴于人，孔竅肢體，皆通於天。天有九重，人亦有九竅；天有四時以制十二月，人亦有四肢以使十二節；天有十二月以制三百六十日，人亦有十二肢以使三百六十節。故舉事而不順天者，逆其生者也」（『淮南子』天文訓）
[bookmark: _GoBack]「天地の合和し、陰陽の万物を陶化するは、皆、人気に乗ずるものなり。（略）天地宇宙は一人の身なり。六合の内は一人の制なり」（『淮南子』本経訓）

宇宙の用語は、既に『荘子』に現れる（戸川芳郎　気一元論）

「凡そ人、物は、陰陽の化なり。陰陽は天に造りて成るものなり」（『呂氏春秋』知分篇）

「心は形の主なり。而して神は心の宝なり。形労して休はずんば則ち蹶く。精用いて已まずんば則ち竭く。是の故に聖人は尊びて之を尊び、敢えて越えざるなり」（『淮南子』精神訓）

「道の天にあるものは日なり。その人にあるものは心なり。故に曰く、気ある
ときは生き、気なきときは死す」（『管子』枢言篇）
「凡そ人の生まるるや、天その精を出し、地その形を出だす。此を合して人と為る。和すれば乃ち生じ、和せざれば生ぜず」「精は気の精なるものなり」（同・内業篇）
「
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